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〈 

資
料
紹
介 

〉

阿
諏
訪　

青　

美

「
小
机
庄
之
内
四
人
衆
拘
分
」
宛
て
の
豊
臣
秀
吉
禁
制
に
つ
い
て

　

一
、
豊
臣
秀
吉
禁
制
の
原
本
の
確
認

　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）・
同
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
二
か
年
に
わ
た
る
、
横

浜
市
教
育
委
員
会
の
小
机
城
跡
（
港
北
区
）
試
掘
調
査
に
か
か
わ
り
、
横
浜
市
歴

史
博
物
館
は
小
机
城
に
関
す
る
資
料
調
査
を
実
施
し
、
小
机
町
旧
家
・
鈴
木
千
代

榮
家
に
所
蔵
さ
れ
る
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
四
月
付
「
豊
臣
秀
吉
禁
制
」
を

確
認
し
た
（
写
真
一
）。
次
に
当
文
書
の
釈
文
を
挙
げ
る
。

　
【
釈
文
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模
国　

　
　
　
　

禁
制　
　
　
　
　
　
　

小
机
庄
之
内
四
人
衆
拘
分

　
　

一　

軍
勢
甲
乙
人
等
、
濫
妨
狼
藉
事

　
　

一　

放
火
事

　
　

一　

対
地
下
人
百
姓
、
非
分
之
儀
申
懸
事

　
　
　

右
条
々
堅
令
停
止
訖
、
若
於
違

　
　
　

犯
之
輩
者
、
速
可
被
處
厳
科
者
也
、

　
　
　
　

天
正
十
八
年
四
月　

日
（
花
押
）

　

こ
の
資
料
は
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
三
下
で
は
そ
の
出
典
を
「
写　

武
州

文
書
所
収
橘
樹
郡
七
兵
衛
所
蔵
文
書
」
と
記
し
て
お
り
1
、
ま
た
同
文
書
の
写

し
は
他
に
、
小
机
町
に
あ
る
小
机
城
代
・
笠
原
氏
の
菩
提
寺
・
雲
松
院
の
文
書

に
含
ま
れ
て
い
る
2
。
こ
れ
ま
で
写
本
で
し
か
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
当
資
料
に
つ
い
て
原

資
料
を
確
認
で
き
た
こ

と
は
、
今
回
の
調
査
の

大
き
な
成
果
で
あ
る
。

資
料
の
法
量
は
、
縦

四
十
六
・
八
セ
ン
チ
×

横
六
十
五
・
七
セ
ン
チ

あ
り
、
料
紙
は
大
高
檀

紙
、
裏
打
ち
が
施
さ
れ

て
い
る
。
虫
損
が
数
か

所
あ
り
、
全
体
的
に
傷

ん
で
は
い
る
も
の
の
状

態
は
良
好
で
あ
る
。

写真 1　豊臣秀吉禁制（鈴木千代榮家蔵）
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二
、
豊
臣
秀
吉
の
「
郷
村
禁
制
」

　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
三
月
一
日
、
豊
臣
秀
吉
は
小
田
原
北
条
氏
を
征
討

す
べ
く
、
約
三
万
の
軍
勢
を
率
い
て
京
都
を
出
発
し
、
四
月
六
日
に
小
田
原
に
着

陣
し
た
。
そ
し
て
北
条
氏
が
降
伏
し
て
秀
吉
が
奥
州
に
出
陣
す
る
ま
で
の
三
カ
月

余
り
の
間
に
、
秀
吉
は
相
模
国
・
武
蔵
国
に
宛
て
て
多
く
の
禁
制
を
発
給
し
て
い

る
。
そ
の
数
は
相
模
国
で
七
十
四
通
、
武
蔵
国
で
三
十
三
通
を
数
え
、
横
浜
市
域

に
限
れ
ば
、
現
時
点
で
九
点
が
知
ら
れ
て
い
る
（
表
一
）
3
。
そ
も
そ
も
秀
吉
は

天
下
統
一
を
果
た
す
ま
で
の
間
に
、
国
内
に
約
三
五
〇
通
も
の
禁
制
を
発
給
し
て

い
た
と
い
う
。

　

禁
制
と
は
い
わ
ゆ
る
禁
止
令
の
こ
と
で
、
別
名
を
制
札
・
掟
書
・
加
敗
（
か
ば

い
）
な
ど
と
い
う
。
本
来
は
権
力
を
持
つ
人
物
や
組
織
が
、
治
安
維
持
の
た
め
に

寺
社
・
郷
村
・
宿
町
等
に
発
給
し
、
壁
に
貼
っ
た
り
木
札
に
掲
示
し
て
人
々
に
周

知
し
た
も
の
で
4
、
南
北
朝
期
内
乱
期
以
降
は
、
軍
勢
の
大
将
が
侵
攻
先
の
郷
村

や
寺
社
に
対
し
て
、
自
軍
の
乱
暴
狼
藉
や
放
火
を
禁
じ
る
内
容
の
も
の
が
増
加
す

る
よ
う
に
な
る
5
。
や
が
て
戦
国
大
名
の
抗
争
が
国
郡
を
め
ぐ
っ
て
大
規
模
に
な

る
の
と
比
例
し
て
、
禁
制
の
発
給
数
も
莫
大
に
増
え
て
い
く
が
、
豊
臣
秀
吉
の
発

給
数
は
大
名
た
ち
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
多
い
。

　

禁
制
の
文
書
様
式
は
、
冒
頭
に
「
禁
制
」
と
記
し
、
条
項
の
後
に
「
右
条
々
堅

く
停
止
せ
し
め
訖
」
等
の
禁
止
処
罰
文
言
を
記
し
、
ま
た
「
禁
制
」
文
字
の
下
に

多
く
の
場
合
「
所
付
」（
と
こ
ろ
づ
け
）
と
呼
ぶ
宛
所
を
記
す
。
禁
制
は
、
こ
の

所
付
に
あ
る
特
定
の
場
所
や
範
囲
で
、条
項
に
記
す
行
為
の
禁
止
を
命
じ
て
お
り
、

秀
吉
の
発
給
す
る
禁
制
に
は
こ
の
所
付
に
郷
村
や
地
域
の
名
称
を
付
す
も
の
が
多

い
。秀
吉
文
書
を
検
討
す
る
小
林
清
治
氏
は
こ
れ
を「
郷
村
禁
制
」と
称
し
て
い
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
る
如
く
、
戦
時
下
で
発
給
さ
れ
る
禁
制
は
受
給
側
の
申
請
に
基
づ

い
て
お
り
、
所
付
が
郷
村
や
寺
社
の
名
前
を
記
す
も
の
は
、
郷
村
や
寺
社
が
軍
の

大
将
に
発
給
を
求
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
郷
村
や
寺
社
に
と
っ
て
禁
制
を
得

る
こ
と
は
、
迫
り
く
る
軍
勢
に
対
し
て
自
ら
の
地
域
が
「
味
方
の
地
」
と
な
る
事

を
申
請
し
て
そ
の
保
護
を
得
る
た
め
で
あ
り
6
、
た
と
え
足
軽
等
の
狼
藉
に
抵
抗

し
た
場
合
で
も
敵
対
し
た
と
み
な
さ
れ
な
い
、
戦
禍
を
逃
れ
る
た
め
の
保
障
に
他

な
ら
な
か
っ
た
。
郷
村
や
寺
社
は
、
自
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
進
軍
状

況
や
陣
所
の
位
置
、大
名
同
士
の
力
関
係
な
ど
を
量
り
、御
判
銭
や
制
札
銭
と
い
っ

た
礼
銭
を
工
面
し
て
、
禁
制
を
得
る
た
め
に
合
戦
の
最
前
線
に
向
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

い
っ
ぽ
う
秀
吉
は
、
と
く
に
小
田
原
攻
め
の
間
、
こ
の
よ
う
な
郷
村
や
寺
社
へ

の
禁
制
交
付
を
「
申
請
次
第
」、
つ
ま
り
望
む
ま
ま
に
発
給
す
る
と
し
、
礼
銭
の

額
も
下
げ
た
と
さ
れ
る
7
。
秀
吉
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
侵
攻
先
の
郷
村
が
戦
わ
ず

し
て
次
々
と
味
方
に
な
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
そ
の
よ
う

に
し
て
「
味
方
の
地
」
と
な
っ
た
郷
村
に
は
、
兵
粮
や
馬
な
ど
の
負
担
を
命
じ
る

こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
は
戦
い
で
逃
散
し
て
い
る
百
姓
た
ち
へ
、
早
期
に
帰
村

を
う
な
が
し
て
耕
作
を
再
開
さ
せ
、収
穫
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
出
来
た
の
で
あ
る
。

　

三
、
横
浜
市
域
に
の
こ
る
豊
臣
秀
吉
禁
制

　

表
一
に
見
る
如
く
、
横
浜
市
域
に
残
る
秀
吉
禁
制
の
発
給
年
月
日
は
、
す
べ
て

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
四
月
日
に
な
る
。
し
か
し
当
然
な
が
ら
、
す
べ
て
の

郷
村
が
同
時
期
に
秀
吉
へ
禁
制
の
発
給
を
申
請
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

小
林
清
治
氏
は
、
戦
乱
の
中
で
秀
吉
へ
禁
制
を
申
請
し
た
郷
村
や
寺
社
の
動
向

を
ま
と
め
、
た
と
え
ば
①
鎌
倉
妙
本
寺
が
秀
吉
出
陣
前
の
二
月
に
大
坂
で
浅
野
長
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吉
に
取
次
ぎ
を
願
っ
た
が
、
浅
野
の
「
御
機
嫌
を
窺
い
、
御
陣
に
於
い
て
御
制
札

の
御
朱
印
を
取
り
候
て
進
せ
ら
る
べ
し
」
と
、
秀
吉
の
陣
所
で
朱
印
状
を
貰
う
と

い
う
意
向
で
発
給
が
四
月
に
ず
れ
込
ん
だ
事
や
、
②
玉
縄
領
下
の
久
良
岐
郡
長
田

郷
（
南
区
）
が
、
玉
縄
城
主
北
条
氏
勝
か
ら
天
正
十
八
年
四
月
日
付
で
「
加
敗
」

制
札
を
得
た
上
で
、豊
臣
秀
吉
か
ら
も
同
日
に
禁
制
を
得
て
い
る
事（
表
一
№
八
）、

ま
た
③
相
模
国
底
倉
村
（
箱
根
町
）
の
禁
制
申
請
は
、
村
人
個
人
の
奮
闘
で
実
現

し
、
ま
た
交
付
は
鷹
巣
城
の
家
康
陣
を
経
て
山
中
城
（
三
島
市
）
で
行
わ
れ
た
事

な
ど
を
挙
げ
て
、
郷
村
に
よ
る
申
請
は
様
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
様
々
な
意
図
や

経
緯
で
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
間
に
も
村
人
は
戦
禍
を
避
け
て
「
小
屋
」「
山
小
屋
」

へ
避
難
し
、
あ
る
い
は
支
城
へ
籠
城
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に

郷
村
が
バ
ラ
バ
ラ
に
申
請
し
て
い
て
も
、
交
付
さ
れ
た
禁
制
の
発
給
年
月
日
が
四

月
日
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
は
、
秀
吉
が
小
田
原
に
着
陣
し
た
時
期
を
記
し
て
、

小
田
原
攻
め
に
参
加
す
る
諸
将
に
あ
ら
か
じ
め
渡
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
8
。

　

い
っ
ぽ
う
で
交
付
さ
れ
た
禁
制
の
所
付
に
は
、
複
数
の
郷
村
名
を
ま
と
め
て
記

す
も
の
が
あ
り
、
天
正
十
八
年
四
月
・
五
月
付
で
発
給
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て
も

二
十
八
通
を
数
え
る
。
表
一
に
見
る
通
り
、
横
浜
市
域
に
伝
わ
る
禁
制
九
通
の

内
に
は
、「
武
蔵
国
久
良
岐
郡
十
二
郷
内
杉
田
三
ケ
村
」
や
「
武
蔵
国
師
岡
保
内

十
二
ケ
郷
」、
そ
し
て
「
都
筑
こ
つ
く
へ
之
庄
内
い
こ
の
へ
」
に
始
ま
る
、
十
一

ケ
村
を
一
括
し
て
申
請
す
る
、
計
三
通
が
確
認
で
き
る
。

　

と
り
わ
け
「
都
筑
こ
つ
く
へ
之
庄
内
い
こ
の
へ
・
ひ
か
し
か
た
・
を
り
本
・
大

熊
・
さ
い
と
・
本
郷
・
鳥
山
・
山
田
・
大
棚
・
ち
か
さ
き
・
か
ち
た
」
の
十
一
ケ

村
を
所
付
と
す
る
禁
制
（
表
一
№
六
）
は
、
池
辺
・
東
方
・
折
本
・
大
熊
・
佐
江

戸
（
以
上
都
筑
区
）・
本
郷
（
緑
区
）・
鳥
山
（
港
北
区
）
の
鶴
見
川
中
流
域
両
岸
、

そ
し
て
山
田
・
大
棚
・
茅
ヶ
崎
・
勝
田
（
以
上
都
筑
区
）
の
早
淵
川
沿
岸
と
い
う
、

表１　横浜市域に残る豊臣秀吉禁制

№ 発給年 西暦 月日 所付（宛て先） 備考 出典　※ 1

1

天正 18 年 1590 4 月日

武蔵国金澤称名寺・寺之前・海岸寺、
以上三ケ寺 写、金沢区称名寺蔵 県史 9723

2 武蔵国久良岐郡寶生寺幷門前 南区宝生寺蔵 県史 9724

3 相模国小机庄之内四人衆拘分 港北区雲松院文書に写し
あり 県史 9759

4 武蔵国師岡保内十二ケ郷 神奈川区成仏寺蔵 県史 9760

5 武蔵国久良岐十二郷内杉田三ケ村 写、港南区東樹院蔵 県史 9762

6
武蔵国都筑こつくへ之庄内いこのへ・ひか
しかた・をり本・大熊・さいと・本郷・鳥山・
山田・大棚・ちかさき・かちた、以上十一
ケ所

写、武州文書
（都筑郡久米吉所蔵文書） 県史 9763

7 武蔵国二俣川郷 県史 9764

8 武蔵国久良岐郡内長田郷 県史 9765

9 武蔵国小机之内千ケ崎之郷 都筑区正覚寺蔵 県史 9768

※ 1 出典の県史は『神奈川県史　資料編三下』（神奈川県、1979 年）、番号は文書№。
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本郷

鳥山

小机城

佐江戸

池辺

東方 折本

大熊

茅ヶ崎
勝田

大棚

山田

豊臣秀吉禁制にみる都筑小机庄 11 ヶ村の広がり
横浜市三千分一地形図より昭和 30年代 ( 市ヶ尾・勝田・新吉田・川和・池辺・大倉山・中山・小机・篠原 )に加筆。

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kenchiku/toshikeikaku/yoko/sankou/3000bunchizu.html

図１　豊臣秀吉禁制にみる都筑小机庄 11 ヶ村の広がり
　　　�横浜市三千分一地形図より昭和 30 年代（市ヶ尾・勝田・新吉田・川和・池辺・大倉山・中山・

小机・篠原）に加筆。
　　　https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kenchiku/toshikeikaku/yoko/sankou/3000bunchizu.html
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小
机
城
下
を
含
ん
で
主
に
北
側
一
帯
に
広
が
る
村
々
の
名
前
が
具
体
的
に
記
さ
れ

て
い
て
興
味
深
い
（
図
一
）。
そ
し
て
こ
の
禁
制
が
村
側
の
申
請
に
基
づ
い
て
発

給
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
十
一
ケ
村
は
戦
国
末
期
に
共
に
禁
制
を
申
請
す

る
よ
う
な
地
域
的
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
複
数
の
村
々
を
宛

所
と
す
る
禁
制
は
、
横
浜
市
域
以
外
で
も
た
と
え
ば
「
相
模
国
大
中
郡
内
す
す
か

や
小
屋
入
之
郷
廿
三
ケ
所
」
や
「
武
蔵
国
庵
原
郡
せ
た
か
い
の
郷
十
二
ケ
村
」
が

あ
る
が
、
村
数
を
示
す
の
み
で
実
際
の
村
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
武
相
両
国
に

発
給
さ
れ
た
秀
吉
禁
制
を
み
て
も
、
個
々
の
村
名
を
こ
こ
ま
で
多
く
記
し
た
も
の

は
他
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　

四
、
小
机
四
人
衆

　

で
は
あ
ら
た
め
て
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
、
所
付
を
「
小
机
庄
之
内
四
人

衆
拘
分
」
と
記
す
禁
制
に
つ
い
て
見
た
い
。
ま
ず
「
四
人
衆
拘
分
」
の
「
四
人
衆
」

に
つ
い
て
は
、
遡
る
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
三
月
十
六
日
付
「
北
条
氏
光
朱
印

状
」（『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
№
一
八
三
六
、
以
下
文
中
に
『
戦
北
』
№
と
記

す
）
に

　
　

�

当
夏
中
被
置
江
湖
之
由
尤
候
、
自
然
聴
衆
之
者
、
於
寺
中
致
狼
藉
輩
有
之
者
、

則
注
交
名
加
被
申
越
、
若
又
至
于
時
喧
嘩
口
論
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
即
時
ニ
四
人

衆
ニ
可
被
申
断
候
、
定
而
其
沙
汰
可
申
付
者
也
、
仍
状
如
件
、

と
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。
こ
こ
で
は
小
机
城
主
の
北
条
氏
光
が
、
城
下
雲
松
院
の

夏
の
法
会
「
江
湖
会
」
の
最
中
に
、
も
し
寺
中
で
狼
藉
す
る
聴
衆
が
い
た
ら
こ
ち

ら
に
名
前
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
、
ま
た
「
喧
嘩
口
論
」
に
及
ん
だ
ら
「
即
時
に
四

人
衆
に
申
し
断
ぜ
ら
る
べ
く
候
」
と
、
す
ぐ
に
四
人
衆
に
伝
え
て
処
罰
さ
せ
て
ほ

し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

江
湖
会
と
は
、
夏
季
に
行
わ
れ
る
僧
侶
の
修
行
期
間
や
そ
の
催
し
を
指
す
と
い

う
が
、
こ
こ
で
は
日
付
か
ら
推
し
て
春
彼
岸
に
相
当
し
よ
う
か
。
彼
岸
法
要
に
は

多
く
の
地
域
住
民
も
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
う

ち
、
喧
嘩
口
論
に
つ
い
て
は
「
四
人
衆
」
の
処
断
に
任
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ

こ
か
ら
四
人
衆
と
は
検
断
を
任
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

い
っ
ぽ
う
で
北
条
氏
滅
亡
後
の
年
未
詳
（
天
正
十
八
年
・
一
五
九
〇
）
八
月
一

日
付
「
加
々
政
秀
書
状
写
」
9
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

[

追
而
書
］�

各
々
右
の
四
人
の
者
共
、
小
机
の
事
案
内
こ
れ

有
り
候
間
、
様
子
御
尋
ね
成
さ
る
べ
く
候
、
是

は
何
も
ふ
れ
口
の
事
に
候
は
ば
、
貴
所
へ
こ
し

候
へ
と
も
御
申
し
候
、
こ
の
外
申
さ
ず
候
、

　
　

�

態
と
申
し
候
、
よ
っ
て
小
机
筋
々
ふ
れ
口
之
者
、
案
内
の
儀
候
条
、
さ
る
い

あ
わ
ち
・
の
口
つ
の
か
み
・
藤
井
惣
兵
衛
・
す
ゝ
き
近
江
、
か
の
四
人
之
者

郷
中
へ
ハ
か
へ
し
候
ハ
ゝ
、
様
子
御
尋
ね
成
さ
る
べ
く
候
、
そ
の
た
め
此
の

如
く
申
し
入
れ
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

八
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
々
甚
十　

政
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

神
弥
五
助
殿　

御
宿
所

と
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。
徳
川
家
康
の
江
戸
城
入
り
と
さ
れ
る
日
付
を
も
つ
こ
の

文
書
の
差
出
「
加
々
甚
十
政
秀
」
と
は
、
徳
川
家
康
家
臣
の
加
賀
爪
政
尚
10
に
当

た
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
宛
所
の
「
神
弥
五
助
」
と
は
徳
川
代
官
の
神
谷
重
勝
11
に

な
る
。
家
康
は
北
条
氏
滅
亡
直
後
に
関
東
に
入
り
、
様
々
な
奉
行
を
定
め
て
百
姓

に
郷
村
へ
の
還
住
を
呼
び
か
け
た
り
、
寺
社
領
を
安
堵
す
る
な
ど
し
て
い
っ
た
。

家
康
近
臣
の
加
賀
爪
政
尚
は
、
小
机
城
周
辺
に
入
部
す
る
代
官
神
谷
重
勝
に
対
し
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て
、
現
地
案
内
を
す
る
「
小
机
筋
々
ふ
れ
口
の
者
」
の
「
さ
る
い
あ
わ
ち
・
の
口

つ
の
か
み
・
藤
井
惣
兵
衛
・
す
ゝ
き
近
江
」
の
「
四
人
の
者
」
の
名
前
を
知
ら
せ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ふ
れ
口
」
と
は
触
口
と
記
し
、「
注
進
の
内
容
を
知
ら
せ
る
走
り
衆
」
と
し
て
、

室
町
期
以
降
に
資
料
上
に
登
場
す
る
。
と
く
に
北
条
領
国
で
は
、
郡
代
あ
る
い
は

支
城
主
の
下
で
、
何
ケ
村
か
に
わ
た
る
広
い
地
域
を
管
轄
し
、
年
貢
公
事
の
賦
課

等
の
指
示
や
収
取
、
未
進
分
の
上
申
等
を
行
う
職
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
12
、
年

未
詳
五
月
二
十
六
日
「
北
条
氏
光
朱
印
状
」（『
戦
北
』
№
三
九
四
七
）
に
は
、

　
　

�

其
方
被
官
号
石
田
内
蔵
助
者
、
欠
落
之
由
候
、
小
机
触
口
中
ニ
有
之
者
、
何

之
郷
村
ニ
有
之
共
、
代
官
百
姓
ニ
申
断
、
御
法
度
に
候
間
、
可
召
返
、
若
難

渋
之
郷
村
有
之
者
、
此
方
可
申
、
大
途
遂
披
露
可
遣
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　
　

五
月
廿
六
日

　
　
　
　
　

鈴
木
但
馬
守

と
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。
こ
こ
で
は
小
机
城
主
北
条
氏
光
が
、
東
方
村
（
都
筑
区
）

を
拠
点
と
し
た
地
侍
の
鈴
木
但
馬
守
に
対
し
て
、鈴
木
被
官
の
石
田
内
蔵
助
の「
欠

落
」
は
「
御
法
度
」
で
あ
る
の
で
、「
小
机
触
口
中
に
こ
れ
有
る
者
」
に
（
石
田
が
）

ど
こ
の
郷
村
に
い
よ
う
と
も
（
そ
こ
の
）
代
官
百
姓
に
断
っ
て
召
し
返
す
べ
し
と

命
じ
、
も
し
引
き
渡
し
を
拒
む
郷
村
が
あ
れ
ば
そ
の
名
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
と
述

べ
て
い
る
。
石
田
内
蔵
助
は
鈴
木
被
官
で
あ
る
と
同
時
に
東
方
村
百
姓
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
欠
落
し
た
百
姓
の
捜
索
と
召
し
返
し
は
、「
小
机
触
口
中
」
の
職

務
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
こ
か
ら
触
口
と
は
、
郷
村
を
越
え
て
欠
落
百
姓
を
捜
索

し
、
身
柄
を
連
れ
帰
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
に
見
た
「
加
々
政
秀
書
状
写
」
に
は
、「
小
机
筋
々
ふ
れ
口
の
者
」
を
、
別

に
「
四
人
の
者
」
と
記
し
、
そ
の
四
人
は
新
た
な
為
政
者
で
あ
る
徳
川
奉
行
人
に

郷
村
を
案
内
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
名
前
は
「
さ
る
い
あ
わ
ち
・
の
口
つ
の

か
み
・
藤
井
惣
兵
衛
・
す
ゝ
き
近
江
」
と
あ
っ
て
、
郷
村
内
で
官
途
名
を
持
つ
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
村
落
上
層
民
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
お
そ
ら
く
北
条
氏
の
時

代
か
ら
、
小
机
城
周
辺
に
は
郷
村
の
有
力
者
「
四
人
衆
」
が
い
て
、
彼
ら
は
小
机

周
辺
の
複
数
の
郷
村
に
対
し
て
喧
嘩
口
論
へ
の
処
断
や
欠
落
人
の
捜
索
・
捕
縛
な

ど
、
村
の
検
断
を
行
う
よ
う
な
権
限
を
持
つ
者
た
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

五
、
禁
制
の
所
付
「
小
机
庄
之
内
四
人
衆
拘
分
」
と
は

　
「
加
々
政
秀
書
状
写
」
の
文
中
に
は
、「
か
の
四
人
の
者
、
郷
中
へ
ハ
か
へ
し
候

ハ
ゝ
様
子
御
尋
ね
成
さ
る
べ
く
候
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
加
賀
爪
は
神
谷
に
対
し
て

「
郷
中
へ
ハ
か
へ
し
候
ハ
ゝ
」
と
、
小
机
の
触
口
四
人
衆
が
郷
村
へ
帰
さ
れ
た
ら
、

（
郷
中
の
）
様
子
を
（
四
人
衆
に
）
尋
ね
て
み
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
郷
中
へ
ハ
か
へ
し
候
ハ
ゝ
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
四
人
衆
が
郷
中
に

未
だ
戻
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
北
条
氏
が
滅
亡
し
徳
川
代
官
が
入
部
す

る
直
前
の
こ
の
時
期
に
、郷
中
に
戻
っ
て
い
な
い
四
人
衆
を
ふ
く
む
百
姓
た
ち
は
、

当
然
な
が
ら
戦
禍
を
逃
れ
て
離
村
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
至
近
に
あ

る
小
机
城
内
に
籠
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
豊
臣
秀
吉

は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
四
月
に
小
田
原
に
着
陣
す
る
が
、
す
で
に
北
国
側

か
ら
関
東
に
進
軍
し
て
い
た
軍
勢
に
よ
っ
て
北
関
東
の
各
城
は
攻
撃
さ
れ
降
伏
し

て
お
り
、
同
月
下
旬
頃
に
は
南
関
東
の
江
戸
城
・
河
越
城
も
開
城
し
た
。
玉
縄
城

は
四
月
二
十
一
日
に
北
条
氏
勝
が
降
伏
し
、
同
時
期
に
小
机
城
も
秀
吉
の
膝
下
に

置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
城
に
あ
た
っ
て
は
例
え
ば
岩
付
城
に
は
「
城
の
う

ち
に
は
町
人
・
百
姓
・
女
以
下
よ
り
外
は
御
座
な
く
候
」
と
、
町
人
や
百
姓
・
女

性
た
ち
な
ど
非
戦
闘
員
ば
か
り
が
残
っ
て
い
た
よ
う
に
13
、
小
机
城
に
も
周
辺
郷
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村
の
人
々
が
逃
げ
籠
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
七
月
六
日
に
本
城
小
田
原
城

が
落
城
す
る
ま
で
の
四
月
末
～
七
月
初
旬
の
間
、
武
相
両
国
は
い
ま
だ
戦
闘
状
態

に
あ
り
、
家
康
の
江
戸
城
入
城
に
よ
っ
て
始
ま
る
各
地
の
戦
後
処
理
の
中
で
、
は

じ
め
て
触
口
の
「
四
人
衆
」
に
地
域
の
案
内
さ
せ
る
必
要
が
出
て
き
た
。
神
谷
ら

徳
川
の
代
官
は
、
彼
ら
か
ら
「
小
机
筋
」
の
状
況
を
聞
き
取
り
、
新
政
権
と
し
て

新
た
に
各
郷
村
の
検
地
等
を
行
い
、
そ
し
て
よ
う
や
く
年
貢
公
事
等
の
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
だ
14
。

　

で
は
禁
制
の
所
付
に
記
さ
れ
る
「
四
人
衆
拘
分
」
と
は
ど
の
範
囲
を
示
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。「
小
机
庄
之
内
」
と
あ
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
小
机
庄
」

と
い
う
名
称
は
、
豊
臣
秀
吉
禁
制
の
宛
所
が
資
料
上
の
初
見
で
あ
る
15
。
戦
国
期

か
ら
慶
長
期
初
頭
に
い
た
る
、
小
机
領
下
の
禁
制
や
検
地
帳
の
地
域
名
称
を
ま
と

め
た
池
上
裕
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
小
机
庄
」
と
い
う
地
域
名
称
は
、
豊
臣
や
徳
川

な
ど
の
外
来
勢
力
に
対
し
て
、
初
め
て
村
側
が
そ
の
所
属
を
説
明
す
る
際
に
使
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
16
。

　

四
人
衆
は
、小
机
城
主
の
下
で
触
口
と
し
て
公
事
徴
収
や
地
域
検
断
に
関
わ
り
、

一
つ
の
郷
村
を
超
え
て
広
域
を
管
轄
し
た
有
力
百
姓
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

そ
の
彼
ら
が
自
分
た
ち
の
管
轄
地
域
を
「
小
机
庄
」
内
の
「
四
人
衆
拘
分
」
と
表

記
し
た
。
い
っ
ぽ
う
で
前
出
の
禁
制
所
付
に
は
「
都
筑
こ
つ
く
へ
之
庄
内
い
こ
の

へ
・
ひ
か
し
か
た
・
を
り
本
・
大
熊
・
さ
い
と
・
本
郷
・
鳥
山
・
山
田
・
大
棚
・

ち
か
さ
き
・
か
ち
た
」
と
い
う
、
小
机
城
下
の
鳥
山
や
本
郷
を
ふ
く
む
十
一
ケ
村

が
名
を
連
ね
て
い
た
。
よ
っ
て
四
人
衆
は
こ
の
村
々
連
合
と
は
別
に
、
独
自
に
豊

臣
秀
吉
に
禁
制
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

四
人
衆
の
「
さ
る
い
あ
わ
ち
・
の
口
つ
の
か
み
・
藤
井
惣
兵
衛
・
す
ゝ
き
近
江
」

の
名
前
は
、
後
世
の
地
誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』「
小
机
村
」
の
項
に
「
先
祖

を
小
机
の
四
人
衆
と
て
北
条
家
分
国
の
頃
土
着
せ
し
侍
な
り
と
云
」
と
し
て
、
酒

輪
・
野
呂
・
藤
井
・
鈴
木
の
四
つ
の
旧
家
名
を
記
し
て
い
る
。「
さ
る
い
」を「
酒
輪
」、

「
の
口
」
を
「
野
呂
」
と
す
る
な
ど
表
記
に
多
少
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
17
、
こ

の
四
人
衆
の
家
々
は
、
現
在
ま
で
小
机
城
の
至
近
距
離
に
そ
の
子
孫
を
伝
え
て
い

る
。
禁
制
に
あ
る
「
四
人
衆
拘
分
」
の
範
囲
は
、
小
机
城
下
の
十
一
ケ
村
を
含
ん

で
、
さ
ら
に
所
謂
「
小
机
庄
」
全
体
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
今
後
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

1	

「
武
州
文
書
」
橘
樹
郡
「
旧
小
机
村　

七
兵
衛
所
蔵
酒
輪
氏
」
所
収
（『
新
編

武
州
古
文
書
上
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）。

2	

『
武
蔵
国
小
机　

臥
龍
山
雲
松
院
史　

文
書
編
一
』
臥
龍
山
雲
松
院
、

二
〇
二
〇
年

3	

『
神
奈
川
県
史　

資
料
編
三
下
』（
神
奈
川
県
、
一
九
七
九
年
）
九
七
二
三
・
九

七
二
四
・
九
七
三
二
・
九
七
五
九
・
九
七
六
〇
・
九
七
六
二
・
九
七
六
三
・
九
七
六

四
・
九
七
六
五
・
九
七
六
八
号

4	

峰
岸
純
夫
「
制
札
と
東
国
戦
国
社
会
」（『
中
世
災
害
・
戦
乱
の
社
会
史
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）

5	

小
島
道
裕
「
中
世
制
札
の
機
能
と
形
」（
企
画
展
図
録
『
中
世
の
古
文
書
―
機

能
と
形
―
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）

6	
小
林
清
治
『
秀
吉
権
力
の
形
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
二
章
、

四
章
。

7	

小
林
氏
前
掲
書
。

8	

小
林
氏
前
掲
書
。
天
正
十
八
年
五
月
三
日
に
は
一
度
に
百
枚
の
禁
制
が
浅
野

長
吉
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。（『
埼
玉
県
史
』
史
料
編
六
、一
五
四
三
号
）
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9	

『
新
編
武
州
古
文
書
上
』
三
十
八
号
（
橘
樹
郡
旧
小
机
村
七
兵
衛
所
蔵
文
書
）

角
川
書
店
、
一
九
七
五
年

10	
通
称
「
甚
十
郎
」
と
す
る
。

11	

文
禄
四
年（
一
五
九
三
）一
二
月
二
十
六
日
付「
徳
川
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
」（
日

枝
神
社
蔵
）
本
文
に
は
、
代
官
「
神
弥
五
御
代
官
所
之
時
」
と
載
る
。
家
康

の
関
東
入
国
後
に
小
机
領
を
支
配
し
た
の
は
神
谷
重
勝
で
あ
る
と
い
う
。
川

崎
市
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
市
内
文
化
財
案
内
：「
徳
川
氏
奉
行
人
（
代
官
頭
）
連

署
奉
書
」（city.kaw

asaki.jp
）

12	

浅
倉
直
美
「
付
論
・
後
北
条
領
国
に
お
け
る
触
口
と
定
使
」（『
後
北
条
領
国

の
地
域
的
展
開
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）

13	

「
長
岡
忠
興
・
池
田
輝
政
・
長
谷
川
秀
一
連
署
書
状
写
」（『
新
編
埼
玉
県
史
資

料
編 

中
世
二
』
一
五
五
四
号
、
埼
玉
県
、
一
九
八
〇
年
）

14	

た
だ
し
天
正
十
八
年
七
月
十
七
日
付「
早
川
長
政
・
片
桐
直
倫
連
署
状
写
」（『
神

奈
川
県
史
資
料
編
三
下
』
№
九
八
二
二
）
に
は
、
秀
吉
が
奥
州
征
伐
出
陣
に

際
し
て
命
じ
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
仮
葺
に
つ
い
て
、
資
材
や
人
足
の
供
出
を
「
三

浦
・
小
机
・
鎌
倉
地
下
人
中
」
に
命
じ
て
い
る
。「
三
浦
」
は
三
浦
領
、「
小
机
」

は
小
机
領
、「
鎌
倉
地
下
人
中
」
は
玉
縄
領
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
七
月
十
七

日
の
時
点
で
「
小
机
」
地
域
は
、
物
資
供
出
を
命
じ
ら
れ
る
程
度
に
、
地
域

を
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。

15	

豊
臣
秀
吉
禁
制
で
「
小
机
庄
」
を
冠
す
る
宛
所
を
持
つ
も
の
は
三
点
（
表
一

№
三
・
六
・
九
）
の
み
確
認
で
き
る
。

16	

池
上
裕
子
「
戦
国
期
武
蔵
国
小
机
領
と
周
縁
地
域
」（『
都
筑
・
橘
樹
地
域
史

研
究
』
三
、
都
筑
・
橘
樹
研
究
会
、
二
〇
二
〇
年
）。
こ
れ
ら
自
称
の
名
称
は

小
机
領
や
小
机
保
と
の
混
用
、
都
筑
郡
や
橘
樹
郡
、
多
東
郡
な
ど
と
の
組
み

合
わ
せ
が
あ
り
、
実
際
に
は
か
な
り
曖
昧
で
あ
っ
た
と
い
う
。

17	

加
々
政
秀
書
状
に
見
え
る
「
さ
る
い
」
と
は
「
さ
か
ハ
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
の
口
」
は
『
風
土
記
稿
』
に
は
「
野
呂
」
と
記
す
。

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
一
『
小
机
城
跡
令
和

三
・
四
年
度
試
掘
調
査
報
告
書
』（
横
浜
市
教
育
委
員
会
、令
和
六
年
三
月
十
八
日
）

に
掲
載
し
た
文
章
を
一
部
抜
粋
し
加
筆
し
た
も
の
で
す
。


